
62

ERINA REPORT No.125  2015  AUGUST

大きく減速したロシア経済
　ロシアのGDP 成長率（対前年同期比）は2015年第１四半

期にマイナス成長に転じ、▲2.2％となった。

　落ち込みが激しいのは、小売売上高である。四半期ベー

スでは、2014年末まで前年同期比でプラスを記録していた

が、2015年第１四半期には▲6.4％となり、さらに４月、５月

はそれぞれ▲9.6％、▲9.2％となった。実質可処分所得も減

少幅が拡大してきており、消費の活性化を期待する手がか

りがない。固定資本投資も、2014年からの減少傾向に歯止

めがかかるどころか、足元に来て減少速度が一層加速して

いる。ロシア経済の先行きに対する悲観的な見方が大勢を

占める中、投資意欲が大きく減退しているものと思われる。

　さらに、貿易の縮小は一層著しい。第１四半期の輸出額

は▲26.2％、輸入額は▲37.2％となった。減少率では輸入の

方が大きいものの、実額では輸出規模の方が大きいため、

貿易黒字も減少した。輸出額減少の主な要因は、エネルギー

資源価格の下落である。例えば、１～４月の原油の輸出量

は対前年同期比8.3％増加したにも関わらず、輸出額は同

43.5％減となった。

「ウラジオストク自由港」関連法の成立
　2014年末にウラジーミル・プーチン大統領が提案したウ

ラジオストク自由港が、提案から１年もたたずに実現しよ

うとしている。関連３法案（ウラジオストク自由港法案、税

法典改正法案および関連法一括改正法案）は、2015年６月

９日に連邦議会に提出され、７月３日に国家院（下院）、７

月８日に連邦院（上院）で可決され、７月13日にプーチン大

統領が署名して、成立した。90日後の10月11日に施行とな

る。

　大きな枠組みは既報1の通りだが、細部ではその後の変更

も見られる。筆者をはじめ、多くの関係者が期待をしてい

た「ビザなし入国制度」は、言葉通りの形での導入は見送ら

れた模様だ。今回改正された出入国手続きに関する法律で

は、ウラジオストク自由港区域内にある国境通過地点にお

いて、外国人の入国、８日間の滞在および出国についての

「簡素化されたビザ手続」を導入することが規定されてい

る。具体的な手続については、政令において定めるべくロ

シア連邦政府に委ねられている。極東開発省ウェブサイド

に掲載された概要資料では、入国地点で８日間のビザを受

け取ることができるとの説明がなされている。これが実現

すれば、パスポートだけを持って行けば入国できることに

なるので、実質的に「ビザなし入国制度」に近い形になる。

　税関手続に関しては、「保税区域制度」の導入が規定され

ている。一定の要件を満たして当局から資格認定を受けた

企業等（同法では「居住者」と規定）は、定められた手続きに

従うことにより、関税や国内税を払わずに外国物品を持ち

込み、保管、利用、加工することができる。ただし、これらの

物品や加工製品を、ロシア国内で「居住者」以外の者に売却

したりすると輸入関税等を納付しなければならない。この

制度では、生産設備を持ち込んで利用する場合や、部品・

材料を持ち込んで生産した製品を再輸出する場合などで、

関税や国内税等を支払う必要がなくなるので、大きなメ

リットが期待される。また、ロシア市場向けに消費財等を

輸出する場合でも、この制度を利用することができる現地

輸入業者は（同業他社に比べて）輸入関税等の支払時期の面

で一定のメリットが得られることになる。さらに、国際港

湾や空港、鉄道・道路の国境通過点の特定の区画を区切っ

て、申告手続きの省略などの簡素化措置も取られることに

なっている。

　これらのほかにも「居住者」向けの様々な優遇措置、支援

措置が規定されている。これらが実効性のある措置として

展開され、企業活動が活発になることを期待する。

� （ERINA調査研究部長・主任研究員　新井洋史）
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� （対前年同期比）

2008 2009 2010 2011 2012 2013 2014 2014 2015
１Q １Q １月 ２月 ３月 ４月 ５月

実質GDP 5.2 ▲ 7.8 4.3 4.3 3.4 1.3 0.6 0.6 ▲ 2.2 - - - - -
固定資本投資 9.9 ▲ 16.2 6.0 8.3 6.6 ▲ 0.2 ▲ 2.8 ▲ 5.3 ▲ 3.6 ▲ 3.9 ▲ 4.3 ▲ 2.7 ▲ 4.8 ▲ 7.6
鉱工業生産高 0.6 ▲ 9.3 8.2 4.7 3.4 0.4 1.7 1.1 ▲ 0.4 0.9 ▲ 1.6 ▲ 0.6 ▲ 4.5 ▲ 5.5
小売売上高 13.5 ▲ 4.9 6.3 7.0 6.3 3.9 2.7 3.9 ▲ 6.4 ▲ 3.6 ▲ 7.0 ▲ 8.5 ▲ 9.6 ▲ 9.2
実質可処分所得 2.3 2.1 4.2 0.8 4.6 4.0 ▲ 0.7 ▲ 3.2 ▲ 1.3 ▲ 0.7 ▲ 1.6 ▲ 1.6 ▲ 3.9 ▲ 6.4
消費者物価* 13.3 8.8 8.8 6.1 6.6 6.5 11.4 2.3 7.4 3.9 6.2 7.4 7.9 8.3
工業生産者物価* ▲7.0 13.9 16.7 12.0 5.1 3.7 5.9 2.3 9.2 1.3 3.5 9.2 12.1 10.7
輸出額（十億ドル）** 467.6 301.8 397.1 516.7 524.7 527.3 497.8 122.7 90.5 28.2 29.4 32.9 30.8 -
輸入額（十億ドル）** 267.1 167.5 228.9 305.8 317.2 315.0 286.7 66.9 42.0 11.2 14.6 16.2 15.1 -
*前年12月比。
**税関統計ベース。
***斜体は暫定（推計）値。
出所：『ロシアの社会経済情勢（2015年５月号）』ほか、ロシア連邦国家統計庁発行統計資料




